
工事費内訳書記入要領 

 

第１ 入札に参加される皆様へ 

  宮城県道路公社では，落札候補者が自らの積算内容及び工事の施工体制を明らかにす

る方式（オープンブック方式）を導入しています。 

  入札公告が掲載された，宮城県道路公社のホームページに添付されている工事費内訳

書様式をダウンロードし，当作成要領に基づいて必要事項を入力し，光ディスク，コンパ

クトディスク等の電子媒体（以下「ＣＤ－Ｒ等」という。）に保存して，入札書を提出す

る中封筒に同封して提出して下さい。 

 

第２ 対象工事 

  施工体制事前提出方式（オープンブック方式）を適用する全ての入札後審査郵送方式一

般競争入札（ダイレクト型）及び指名競争入札に適用します。 

  ただし，当分の間は，下請企業，下請金額及び労務賃金調書は，下請承認時に記載する

ものとします。 

 

第３ 工事費内訳書の入手・提出方法 

 (1)  工事費内訳書様式の入手方法 

   工事費内訳書様式は，宮城県道路公社のホームページ（https://www.miyagi- 

dourokousha.or.jp/）の入札情報において入札公告ごとに添付されているものをダ

ウンロードして下さい。 

 (2)  工事費内訳書の提出方法 

   必要事項を入力した工事費内訳書をＣＤ－Ｒ等に保存し，入札書を提出する中封筒

に同封して提出して下さい。 

 

第４ 工事費内訳書の作成方法 

 

   ■工事費内訳書作成にあたり 

     工事費内訳書様式は，マイクロソフト株式会社製のソフトウェア「MicrosoftR 

Excel」で作成されているため，「MicrosoftR Excel」で作成されたファイルを編集

できるソフトウェアが必要になります。 

     なお，「MicrosoftR Excel 97」以降に発売された「MicrosoftR WindowsR Operating 

System用「Excel」での動作は確認していますが，Apple R MacintoshR用「Excel」

での動作は確認していません。 

 

 (1)  ダウンロードした工事費内訳書を開く 

   ダウンロードした工事費内訳書を開くと，次ページに掲げる写真のように，「工事 

費内訳書」と「労務賃金調書」の二つの様式（シート）が用意されています。 



□工事費内訳書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□労務賃金調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (2)  作成の順番 

   まずは，工事費内訳書を作成し，次に労務賃金調書を作成します。 

   ただし，当分の間は，工事費内訳書のみ記載します。※下請企業等の記載は不要です。 

 (3)  工事費内訳書の作成 

  １） 許可番号 

    ○大臣許可又は都道府県知事許可コードを入力し，続くセルに許可番号下６桁を

入力します。なお，特定建設共同企業体（ＪＶ）の場合は「50」と入力し，許可

番号には「００００００」を入力して下さい。 

 

２） 企業ランク 

    ○宮城県の建設工事競争入札参加登録の等級をアルファベットで入力して下さい。 

 

３） 会社名・番号 

    ○直接元請負人の欄に自らの会社名を入力するとともに，予定している一時下請

負人（二次下請人以下の情報は不要です。）の会社名と建設業許可番号を入力し

て下さい。建設業許可を有しない会社の場合は，電話番号を入力して下さい。 

 

４） 配置技術者相当職の年収 

  ○直接元請負人に所属する現場代理人並びに主任技術者に相当する技術者の平均

的年収を入力して下さい。なお，現場代理人と主任技術者が兼務する予定であっ

ても，必ず両方に入力して下さい。 

  ○各一次下請負人に所属する主任技術者に相当する技術者の平均的年収を入力し

て下さい。 

 

５） 所要工期，現場施行期間，現場の施工監理に従事する期間 

  各々の関係を示す下図を参照のうえ入力して下さい。 
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下請負人３の所要工期 

ア＋イ 

下請負人２の現場施工期間 ＝ 下請負人２の所要工期 

ア 

直接元請負人の 

工場製作期間 

直接元請負人が現場の施工管理に従事する期間 

直接元請負人の現場施工期間 

下請負人２の 

現場施工期間 

下請負人２の 

現場施工期間 

下請負人３の 

工場製作期間 

下請負人３の 

現場施工期間 

直接元請負人の所要工期 



６） 金額 

    ○直接元請負人が自ら行う工事と，各一次下請負人（二次下請負人以下の情報は不

要です。）が行う工事における金額の内訳を入力して下さい。 

    ○下請負人情報の入力列は２０社分用意してあります。左側から順に入力して，下

請負人情報入力列に歯ぬけのないように入力して下さい。 

    ○諸経費については，別紙に各費目の内容説明を掲載していますので，参照して下

さい。 

    ○下請負人の一般管理費は，直接元請負人の現場管理費における外注経費に含ま

れるものです，よって，下請請負人の一般管理費は全体工事の現場管理費として

集計されますのでご注意下さい。 

    ○入力に際しては，誤りのないようにしてください。 

    ○最後に，工事費内訳書で集計された工事価格と，入札書の額が一致しているかど

うかを必ず確認してください。 

 

 (4)  労務賃金調書の作成 

   ○直接元請負人と各一次下請負人における，当工事従事予定労働者の日当たり賃金

を入力してください。 

   ○職種ごとの最低額と最高額を入力して下さい（別紙「職種の定義」を参照してくだ

さい。また，同一職種で稼働する人の，一日当たりの賃金に格差がある場合に，そ

の内の最低金額と最高金額を記入してください。） 

   ○日当たり賃金とは１日当たり８時間労働に換算した賃金としてください。 

   ○該当職種の労働者が１名の場合や，全員が同額である場合は，最低額と最高額の両

方に同額を入力してください。 

 

 (5)  工事費内訳書の作成 

   ○入力し終えた工事費内訳書はＣＤ－Ｒ等に保存します。 

   ○保存する際，ファイル名は変更しないでください。 

   ○ＣＤ－Ｒ等のラベルには工事番号，会社名を明記してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 


